












要約:個体の行動が,集団の中でどの様に影響を受けるかを明らかにするため、集団の中で

の個体の行動を,個体間距離,速度,方向の分散および集団の大きさを指標として自動計測

するパーソナルコンピュータシステムを開発し,オタマジャクシの群行動に応用した。 


